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は じ め に
建築と文学には装飾や構造において様々なアナロジーが見いだされる｡ 背
景となる思想がそれぞれの様式と在り方に反映されていることを思い巡らせ
ば, それは不思議なことではない｡ ジョン・ラスキンは, ｢すべての建築は,
人間の精神に影響することを目的としているもので, 単に身体に役立つこと
を目的にしているのではない｣ (『建築の七燈』) と述べた｡ 古塔という廃墟
表象は, 主としてロマン主義の絵画や文芸の題材に用いられてきたものであ








[T]here are but two strong conquerors of the forgetfulness of men,
Poetry and Architecture ; and the latter in some sort includes the for-
mer, and is mightier in its reality : John Ruskin
. . . [ Jackson] said to Yeats at a vorticist picture show:
“You also of the brotherhood?” Ezra Pound (Canto 80)






今までに塔の構造とその改修過程については, L. ミラー1 による論考があ
り, モダニストとの関連では N. フライ, A. ブラッドリーなどの論考があ
る｡ 彼らの論文については, 本稿の中で後述することにしたい｡ また, 建築
様式 (装飾) とテクストのアナロジーについて, フランク (Ellen Eve
Frank) の 『文学と建築』 があり, ペイター (Walter Pater, 183994) など
４名の作家論を試みている｡2
本論は以下の４つの論点から論じる｡ ｢モダニズムとイェイツ｣ では20世
紀初頭のパウンドやヴォーティスト・グループ (渦巻派) との関係から ｢塔
の隠喩｣ では当初イェイツが塔に抱いたイメージについて ｢想起とアイデン
ティティ｣ では, 塔という比喩を歴史的に検証する｡ ｢モダニズムの塔｣ で
は, イェイツの塔イメージはどのように変化したか, などについて論じる｡
モダニズムとイェイツ
『塔』 (The Tower, 1928年) は, 『螺旋階段とその他の詩』 (The Winding
Stair and OtherPoems) とともに, イェイツの後期を代表する詩集である｡
その中には, 同名の詩のほか, “Sailing to Byzantium”, “Nineteen Hundred
and Nineteen”, “Meditation in Time of Cvil War” など20編を収録して出版さ














ンド (Ezra Pound, 18851972) やエリオット (Thomas Sterns Eliot, 1885
1965) などと対照的である｡ この詩集は, 思想的には前世紀までの遺産を
再構築するなかで, この頃の彼が直面した社会・政治的混乱から生み出され








(Thomas Hardy, 18401928) の紹介状をもってイングランドにやって来たの








The Kakemono grows in flat land out of mist
sun rises lop-sided over the mountain
so that I recalled the noise of chimney
as it were the wind in the chimney





that had made a great Peeeeacock . . . . (Canto 83 /5334)
“Kakemono” とは ｢絵巻物｣ のことで, その場の風景を描いたものである｡
パウンドが二階でイマジスト詞華集やフェノロサの遺稿5を整理していると
〈１から３行目, 階下ではイェイツが大袈裟な調子で詩を朗読しブラント
(Wilfrid Scawen Blunt, 18601922) 主催の昼食会のために準備をしている様
子を述べている｡6 二人は20才の年齢差があるばかりか, イェイツはすでに
名声の確立された詩人であった｡ この時, 重視すべきは, アイルランドでは
自治問題が焦眉の急を告げていた時期にあったが, イェイツはまるで傍観者
のような立場をとり, アイルランドにいる時とは別人のように見えることだ｡
1920年代初旬には, パウンドは ｢歌唱 57 ｣ (Cantos 57) を刊行し, 1929
年にはバリリー塔を訪ねている｡ また, すでに1914年にイギリスに移り住ん
でいたエリオットが話題を呼んだ 『荒地』 を1922年に出版した｡ イェイツは
当然のことながら, 彼ら以外に, ウィンダム・ルイス (Percy Wyndham
Lewis, 18821957), 彫刻家アンリ・ゴーディエ＝ブジェスカ (Henri




ンドは, 彼を決して同時代作家と考えていたわけではない｡ 彼が, 自ら “my
history of the world” と名付けた ｢歌唱83｣ のなかでイェイツを歌っている
ところがあるが, 二人の本質的な差異と時代感覚の距離を意識していた｡ 実
際のところ, それは, 後年になって訪ねたバリリー塔を “Ballyphallus” と
皮肉っぽい表現で語っていることからも感じられる｡
Le Paradis n’est pas artificial




in search of Whatever
paused to admire the symbol
with Notre Dame standing inside it. (Canto 83 /528)
１行目はボードレール (Charles Baudelaire, 182167) の 『人工の天国』
(1860) を用いてイェイツを風刺している｡ パウンドはこの頃のイェイツに
フランスのサンボリストの姿を重ねていることから, ｢ノートル・ダム寺院
の戸口にたたずむ｣ イェイツと表現している｡ このフレーズを読む限り, パ
ウンドは時代感覚つまり社会現象に対する感性, 或いは言語の感性にイェイ
ツと隔たりを感じていたと言えるだろう｡
だが, やがてイェイツのスタイルは, “The Second Coming” (1919) を例
をみても一層変化し始める｡ シェイマス・ディーンやエドワード・サイード




頃のことである｡ 本来, この廃墟は極めてロマン主義な特徴をもち, 詩的想
像力を解放する表象である｡ そんな塔に強い関心を持つ一方で, 彼はエプス
タイン ( Jacob Epstein, 18801959) の 『ロック・ドリル』 (191315), ブラ
ンクーシ (Constantin Bruncusi, 18761956) の抽象彫刻やヴォーティシズム
運動等によるモダニズム文化にも強い関心を寄せた｡ 抽象芸術と廃墟とは,












とした｡ 修復に当たり, 新婚の妻ジョージの名とともに, 入口扉の横の石に
次のような句を刻んだ｡
I, THE poet William Yeats,
With old mill boards and sea-green slates,
And smithy work from the Gort forge,
Restored this tower for my wife George ;




卿 (Sir William Gorgaty) の所有物となったが, 後に ｢過密地域委員会｣
(Congressed Districts Board) が接収し, 入札によって希望者に販売された
ものである｡ イェイツの所有となった時 (他に入札者なし), 屋根もなけれ
ば, 入り口の扉は朽ち果て, まさに廃墟同然の有り様であった｡ イェイツは
他の者が食指を動かさぬ塔を購入したわけであるが, その動機はどこにあっ
たのだろうか｡ 彼自身の塔へのイメージを見るために, 重複部分はあるが塔
について書いているところを拾ってみる｡ まず, 父親 ( John Butler Yeats)
に宛てた書簡である｡
I came here to take over my Tower, Ballylee Castle. I shall make it




possessions that I shall be able to have less rooms in London. The
Castle will be an economy, counting the capital I spend so much a year,
and it is certainly a beautiful place. (1917年５月17日)
ここでは, 費用をかけずに居住に適した建物に改修すること, 手狭なロン
ドンのアパート (Woburn Buildings) の荷物をここに保管しておきたいこと,
さらに風光明媚なこの土地が気に入っていることなどを述べている｡ これに
対して, 当時アメリカに住んでいたジョンは息子が地所 (“landed property”)
を所有するのを喜ぶ返事を送っている｡
次は, 引き渡し前日に書いたシェイクスピア (Olivia Shakespeare) に宛
て, 隣接する農家の改修とその間取りについて書き送っている｡ ここに登場
する ｢建築家｣ とは, William A. Scottというアイルランドの人であった｡8
購入額の数倍もの費用をかけ, 塔と隣接する小屋を修理すると, 1919年夏イェ
イツ夫妻はそこに滞在した｡
The castle is to be handed over to me tomorrow. The architect has
been down and I know what I am going to do. The little cottage is to
be repaired and extended so as to put in a quite comfortable and mod-
ern part-kitchen, bathroom, sitting room,three bedrooms. . . . This will
give me a little garden shut in by these and by the river. The cottage
will cost I believe 200. The old outhouses to supply the stonework. My
idea is to keep the contrast between the medieval castle and the peas-
ant’s cottage. As I shall have the necessities in the cottage I can devote
the castle to a couple of great rooms and for very little money.
(1917年５月15日)
また, この中で, 隣接の農家と塔の対比を述べているところがある｡ ｢中




and the peasant’s cottage”) という表現には, ｢ゴシック趣味の連想｣ を避け
ようとする一方で, イェイツ自身がバリリー塔に小建築ながらもゴシック建
築を意識していることがわかる｡ だが, ｢ゴールウェイ塔｣ からグリアソン
教授に送った献本の礼状の中で, ｢城｣ とは言わず ｢塔｣ と呼ぶ理由を次の
ように書き送っている｡
I was going to say that I am writing from my Galway Tower, which
I call Thoor which means Tower, to avoid the word castle which has as-
sociations with modern gothic. (1922年６月７日)
同じように, 象徴派詩人として知られるアーサ・シモンズ (Arthur Symons)
宛の書簡にもバリリー塔について記している｡
I wonder if you remember Ballylee Castle where I live. I call it
Thoor Ballylee (Ballylee Tower) to escape associations with modern
gothic & deer-parks. I have been here many months in perfect quiet
except for the blowing up of my old bridge a week ago by some very po-
lite republicans. However I go to Dublin in some three weeks. We
have a house there 82 Merrion Square. There it is less quiet I fear.
(To Arthur Symons, 27 August [1922] Accession Number : 4164)
上記二通の書簡にはどちらにも, バリリー城というとゴシック趣味を連想
させるので, それを避けるため ｢バリリー塔｣ と呼ぶのだと書いている｡ つ
まり, 安っぽい偽物の建築物という印象を与えるのを避けたものと考えられ









バージニア・ムーアはジョージ (Georgie Hyde-Lees, 18921968) の言葉
も交えて, イェイツが古塔に魅了された理由について次のように述べた｡ バ
リリー塔を一巡して流れる川, 廃屋となった小屋, 塔上部に取り付けられた






(Horace Walpole, 17171797) 以来たびたび論じられてきた｡ 中でも, ジョ
ン・ラスキン ( John Ruskin, 18191900) の 『建築の七燈』 (The Seven Lamps











考え, 批判的であり, 特に, 鉄とガラスの使用には否定的だった｡ ラスキン
と同じような考え方をした人物は, 国会議事堂を建設したピュジーン
(Augustus Welby Northmore Pugin, 181252) であった｡





云うところを少し詳しくみてみたい｡ 彼は建築を ｢七つの燈｣ という点から
分析したが, 一貫しているのは建築と精神との交渉である｡ その中で ｢記憶
の燈｣ という点から建築を見ている章がある｡ 人間は ｢建築なしに過去の記
憶を蘇らせることはできない｣ とし, ｢人間の忘却に耐えることができるの




ならない｡ それ故, 建築に最も適した材質は, 自然石であると述べている｡
ラファエル前派の作品にみるように, ヴィクトリア朝の文学と絵画とのあい
だの親密な交渉から, 絵画は物語を語る方法を学び文学はピクチャレスクの






ガーゴイル, ヴォールトなど は, 建築の詩的要素に似た特徴であった｡
イェイツのバリリー塔 (古くはバリリー城) はこのような華美な装飾性は
ないものの, 内面性と土地の記憶を併せもっていた｡ アレクサンダーは, 塔
を他の建築物と区別し, 塔には ｢目的とか必然性があるわけでなく, 内在す
るエネルギー自体が目的なのであり, 独特の躍動的精神力自身が芸術形式に
なっている｣ のであり, 塔建設は, ｢人間の抗しがたいひとつの衝動｣ であ
ると述べている｡12 フォスターによれば, イェイツがこの塔でことのほか気
に入っていたのは, 螺旋階段 (winding stair) と外壁上部に取り付けられた






A winding stair, a chamber arched with stone,
A grey stone fireplace with an open hearth,
A candle and written page.
Il Penseroso’s Platonist toiled on
In some like chamber, shadowing forth
How the daemonic rage
Imagined everything.
(“Meditations in Time of Civil War”)





ボル ｢ジャイアー｣ (Gyre) に重なるものとなる｡ ロマン派ではブレイクの














幾つかの例を挙げると, ウィリアム・ワーズワース (William Wordsworth)
の ｢テインターン修道院の上流数マイルにて詠んだ詩｣ (“Lines Composed A
Few Miles above Tintern Abbey”, On Revisiting the Banks of the Wye during a
Tour, July 13, 1798) においても追憶を主題とする詩を生み出した｡ (ワーズ
ワースの場合には実際の僧院は描かれないものの) この詩は, 廃墟となった
僧院とその背景の自然を媒介にして過去の自分に目を向けさせるものとなっ
ている｡ また, シェリーの ｢西風に寄せる歌｣ でも古塔は登場する｡ さらに,
バイロンの劇詩 『マンフレッド』 にローマの廃墟が歌われる｡ ワイ川周辺の
ピクチャレスク・ツアーを書いた, ウィリアム・ギルピン (William Gilpin,
17241804) は, ｢崩れた塔, ゴシックのアーチ, 城や修道院の廃墟は
(……) 芸術の最も貴重な遺産だ｡ 廃墟は時間によって聖別されており, 自
然の作品とほとんど同じくらい崇拝されるに値する｣ と述べた｡
アライダ・ハスマンは, ｢文化的記憶の概念｣ に関する著書で, 想起の感
情を, メモリア, リコレクション, アナムネーシスという三形式に分けて分
析している｡ ワーズワースの ｢記憶｣ を例にとってつぎのように述べている｡
メモリアとは ｢事柄の記憶｣, メモリアに対して記憶の素材を自由に処理す
る想起の力をリコレクションと呼び主観性が入るものである｡ そして最後の
段階にアナムネーシス (anamnesis) が生じ, それは後悔, 忘却と喪失感が
伴うのだという｡ リコレクションには創造性, 詩的想像, 自我の構築等が伴
う｡16 彼の言説をまとめると, ロマン主義の想起はアンビバレントな要素が
あるという｡ それは時の傷を負わす武器であると同時に, その傷を癒す手段
でもあるが治すことはできない｡ それ故, この傷を癒す力は, アナムネーシ
スによってもたらされる, と論じた｡17
イギリス・ロマン派の廃墟表象に大きな影響を及ぼしたのは, ピラネージ





イタリアの版画家として, 『想像による建築と景観』, 『ローマの景観』 など,
廃墟を主題とする一連の銅版画を数多く残した｡ ピラネージの廃墟に対する




ち, 廃墟とは, それが有する記憶と共に, 廃墟それ自体が想起させるもので
あった｡ 廃墟の有する記憶とは, 過去の出来事や歴史ではなく, それを眺め
る者の心情に合わせて特定の出来事を想起させ, 意味を与えるものとして理




して, 重要な意義を持っていた｡ 従って, 記憶としての役割である｡ 『ケル








Before that ruin came, for centuries,
Rough men-at-arms, cross-gartered to the knees
Or shod in iron, climbed the narrow stairs,
And certain men-at-arms there were




Come with loud cry and panting breast
To break upon a sleeper’s rest
While their great wooden dice beat on the board. (‘The Tower’)
これらのスタンザには二つの ｢記憶｣ という用語がある｡ ひとつは上記の
｢大いなる記憶｣ (Great Memory) であり, もう一つは個人の ｢記憶｣
(memories) である｡ その二つが一体化する場所としてバリリー塔の意義が
あった｡ イェイツは ｢大いなる記憶｣ について, ｢われわれの記憶はひとつ
の大いなる記憶の一部である｣ (“Magic”, 1901) と言っているように, この
場は ｢大いなる記憶｣ と個人の記憶が一体化する場所でもあった｡ それは,




この ｢民族的記憶｣ は民族運動の重要な力となった｡ ジャック・ル・ゴフの
区別は, アイルランド神話, 風刺に満ちた詩, 部族の系図の記憶などを含め,
ゲール文化復興を唱えた当時のアイルランド社会に当てはまるものとなろう｡
そのような民族の記憶の一部として, ラフタリー (Anthony Raftery, 1784
1835) に関する記憶がある｡ 彼は過去に実在した盲目の詩人であったと言
われる｡
Strange, but the man who made the song was blind ;
Yet, now I have considered it, I find
That nothing strange ; the tragedy began
With Homer that was a blind man, (“The Tower”)







を覚えていた｡ その老女は, ｢詩人はほとんど目が見えなくて, その辺をめ
ぐり歩いて, いくつか家を選んで訪ね, そこで近所の人たちが詩を聞くため
に集まってくる, という手段で生活するしかなかった, と話してくれた｡ 詩
人はよくもてなせば誉めたが, そうでなければ, アイルランド語で非難した




出し, 塔の記憶を創り出した｡ ハンラハンは ｢赤毛のハンラハンの物語｣ で
も野外学校 (hedge school) で教える赤毛の教師として一連の物語に登場す
る｡
And I myself created Hanrahan
And drove him drunk or sober through the dawn
From somewhere in the neighbouring cottages.
Caught by an old man’s juggleries
He stumbled, tumbled, fumbled to and fro
And had but broken knees for hire
And horrible splendour of desire ;
I thought it all out twenty years ago : (“The Tower”)
アライダ・ハスマンは ｢集団のなかの記憶｣ を取り上げ, ｢共通のシンボ
ルを介して, 個人は共通の記憶とアイデンティティを分かち合う｣ のだと述
べた｡ さらに, ピエール・ノラ (フランスの歴史家) の記憶と歴史に関する












ンティティを分かち合う｣ 時, ゲール復興は ｢歴史の伝承となる建物｣ を通
して, 回想されると同時にほ保存されるのである｡ メモリアとは ｢事柄の記
憶｣ であって, リコレクションとは, 記憶素材を自由に処理する想起の力を
と呼んだ｡ 従って, それには主観性が入りこむ｡ 最後の段階にそれは後悔,
忘却と喪失感が伴うアナムネーシスが生じることを, 前述した｡ リコレクショ
ンは創造性, 詩的想像, 自我の構築に結びつくのである｡ 聖なる領域の記憶
はイェイツの塔のなかで想起され, 新しく創造されたハンラハンと一体化す







が, この節ではバリリー塔とモダニズムの関係を “The Tower”, “Blood and
the Moon” から探る｡ この詩でイェイツはこの地の塔を祝福しアイルラン
ド民族の象徴をみた｡ シイマス・ディーン (Shamus Deane) は, ｢すべての






BLESSED be this place,
More blessed still this tower ;
A bloody, arrogant power
Rose out of the race
Uttering, mastering it,
Rose like these walls from these
Storm-beaten cottages―
In mockery I have set
A powerful emblem up,
And sing it rhyme upon rhyme
In mockery of a time











I declare this tower is my symbol ; I declare
This winding, gyring, spiring treadmill of a stair my ancestral stair ;
That Goldsmith and the Dean, Berkeley and Burke have travelled there.




“Blood and the Moon” では, 古塔は媒介として, 過去を想起する媒介と
いうだけでなく, 過去は ｢不連続, かつ断片化｣ した現在と重なり二枚の合
成写真のようにみえる｡ 脱植民地運動, ロシア革命後の混乱による20世紀初
頭の精神風土がモダニズム文化を生むに至るが, 次の “The Second Coming”
の冒頭がそれをよく表現している｡
Turning and turning in the widening gyre
The falcon cannot hear the falconer ;
Things fall apart ; the centre cannot hold ;
Mere anarchy is loosed upon the world,
The blood-dimmed tide is loosed, and everywhere
The ceremony of innocence is drowned ; (“The Second Coming”)
｢制することができず, 螺旋を描くように拡大する輪｣ のイメージがこの
時期の混乱のイメージとして描かれている｡ “The Tower” に戻るが, ブラッ
ドリー (Anthony Bradley) は, バリリー塔には, 過去と現代とのイメージ
が共存するだけでなく, 塔が正反対のイメージの象徴になり緊張感を生んで















Is every modern nation like the tower,
Half dead at the top? No matter what I said,
For wisdom is the property of the dead,
A something incompatible with life ; and power,
Like everything that has the stain of blood,
A property of the living ; (“Blood and the Moon”)
サイードはマルティニークのファノン (Frantz Omar Fanon) と比較して,
イェイツが ｢塔｣ の中で想像力を放つことについて語っている｡ そして ｢イ
メージや思い出を廃墟や古木から呼び起こす｣ と云う一節に民族を ｢解放す
る力｣ (｢塔｣) を読み取っている｡ ここにも, イェイツにモダニストとして
特徴を見ることができる｡ それを示すスタンザを引用しておこう｡
And send imagination forth
Under the day’s declining beam, and call
Images and memories
From ruin or from ancient trees,
For I would ask a question of them all. (“The Tower”)
この観点からすれば, 想起の役割として重要なのは, 想起と解放という装
置の働きであろう｡ また序でながら, この詩の初出は T. S. エリオットの主
催する1927年６月 『クライテリオン誌』 (The Criterion) であることも, モ
ダニストとの関連が伺えるものである｡ 以上の点から, “The Tower”,







のに, 石造りの螺旋階段の比喩がある｡ フライ (Northrop Frye) は, その
源はダンテの 『神曲』 の ｢煉獄｣ 中にある山頂に登る螺旋階段 (“spiral
escalina”) にある, と述べた｡24 イェイツの場合は螺旋階段がさらに発展し
て, 二つの円錐の基部から頂点までバネのように螺旋を上下するエネルギー
を歴史の比喩として捉え, 『幻想録』 の中心をなすものとした｡ 螺旋は歴史








As one that would draw through the node of things.
Back-sweeping to the vortex of the cone
. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .
I was an atom on creation’s throne . . . . (“Plotinus”)
これらのヴォーティシスト・グループのスパイラルの比喩の使い方につい
て, マテラー (Timothy Materer) によれば, 彫刻と詩との橋渡しであり,
科学という数量的世界の人間化であると述べている｡ しかし何よりも第一次
世界大戦前後の時代のうねりを芸術に表現する方法であったと思われる｡
イェイツのヴォーテックスは, 土地の記憶, 塔, 螺旋階段から生まれ次第
に脱植民地のメッセージ, そして混沌とする世界の状況と相俟って, 歴史時
間のうねりや彼の歴史観を象徴するスケールのものとなっていった｡ その特









踏まえて, パウンドは ｢歌唱83｣ の中で次のように描いている｡ その一節は
モダニストとイェイツとの距離が縮小したことを示している｡
but old William was right in contending
that the crumbling of a fine house
profits no one
(Celtic or otherwise)
nor under Gesell would it happen
As Mabel’s red head was a fine sight
worthy his minstrelsy
a tongue to the sea-cliffs or “Sligo in Heaven”
. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .
(The Cantos of Ezra Pound, 507)
｢古き良き館の崩壊は誰の益にもならぬと老イェイツが述べたのは正しかっ













ちが用いたものである｡ そんな塔に強い関心を持つ一方で, イェイツは, エ
プスタインの 『ロック・ドリル』27, ブランクーシによる抽象彫刻やヴォーティ
シズムなどのモダニズム文化にも強い関心を寄せた｡ ロマン主義の塔とヴォー
ティシズムとは, その指向性において, 正反対のものである｡ イェイツはこ
れらをどのように折り合いをつけ調停していったのかという疑問から, 彼の
思考のプロセスを考察したものである｡ 内容としては, モダニズムとイェイ
ツ, 塔の隠喩, 想起とアイデンティティ, モダニズムの塔 という構成でこ








を生み出すものとなったと言えよう｡ 簡潔な表現をするなら, “The Tower”,
“Blood and the Moon” などの魅力となっているのは, 想起と解放が合わせ
持った力を感じさせるところにあると言えよう｡
注
1. Mary Hanley & Liam Miller, Thoor Ballylee : Home of William Butler Yeats (Dublin :
The Dolmen Press, 1965), pp. 1424.
2. Ellen Eve Frank, Literary Architecture : Essays towards a Tradition (Berkeley and




3. W. B. Yeats, W. B. Yeats and T. Sturge Moore ; Their Correspondence 19011937
(Oxford U. P., 1953), p. 48.




た｡ しかし最後には彼も楽しむ結果となった｡ 秘書としての仕事には, 視力が
衰えつつあったイェイツに本を読み聞かせることもあった｡ Carroll Franklin
Terrell, A Companion to The Cantos of Ezra Pound (London : University of
California, 1993), p. 462.
5. 拙論参照｡ ｢W. B. イェイツとフェノロサの遺稿｣ (2006年３月／『英米評論』
第20号／桃山学院大学総合研究所／10128頁)
6. パウンドがアンソロジーに加える作家としてイェイツに意見を求め, ジョイス
のことを知ったのもこの時であると云われる｡ Terrell, op.cit., p. 462.
7. Edward Said, Culture and Imperialism (New York : Vintage, 1991), p. 188.
8. Mary Hanley & Liam Miller, op.cit., p. 8.
9. Virginia Moore, The Unicorn : William Butler Yeats’Search for Reality (New York :
Octagon Books, 1973), p. 282.
10. ジョン・ラスキン著, 杉山真紀子訳, 『建築の七燈』 (東京：鹿島出版界, 1997),
2545 頁｡ 原題 Ruskin, John. The Seven Lamps of Architecture. London : British
Library, 2010.
11. ピーター・コンラッド, 加藤光也訳, 『ヴィクトリア朝の宝部屋』 (東京：図書
刊行会, 1997), 207頁｡
12. マクダ・レヴェツ・アレクサンダー著, 池井望訳, 『塔の思想―ヨーロッパ文
明の鍵―』 (東京：河出書房, 1972), 2930頁｡
13. Roy Foster, W. B.. Yeats : A Life-II. The Arch―Poet (Oxford U. P., 2003), p. 84.
14. デニス・ドノヒュウ著, 大浦幸男訳 『現代の思想家―イェイツ』 (新潮社,
1972),
15. ジャック・ル・ゴフ著, 立川孝一訳, 『歴史と記憶』 (東京：法政大学出版局,
1999), 81頁｡
16. アライダ・アスマン著, 安川晴基訳, 『想起の空間―文化的記憶の形態と変遷』





17. Ibid., p. 131.
18. 小関隆他著, 『記憶のかたち―コメモレーションの文化史』 (東京：柏書房,
1999), ７頁｡
19. ゴフ, op.cit., 959 頁｡
20. ハスマン, op.cit., 161頁｡
21. T. イーグルトン他著, 増淵正史他訳, 『民族主義・植民地主義と文学』 (東京：
法政大学出版局, 1996), ８頁｡
22. Said, op.cit., p. 188.
Many of the most prominent characteristics of modern culture, which we have
tended to drive from purely internal dynamics in Western society and culture, a re-
sponse to the external pressures on culture from the imperium.
23. Anthony Bradley, Imaging Ireland in The Poems and Plays of W. B. Yeats : Nation,
Class, and State (New York : Palgrave Macmillan, 2011), p. 103.
24. Northrop Frye, The Stubborn Structure : Essays on Criticsm and Society (London :
Methuen, 1970), pp. 2601.
25. Timothy Materer, Vortex : Pound, Eliot, and Yeats (Ithaca and London : Cornell U.
P., 1979), pp. 156.
26. イェイツの “Upon a House Shaken by the Land Agitation” (1910) 参照｡
27. The Cantos of Ezra Pound (New York : New Directions Publishings Corporation,







Tower of Memories :
W. B. Yeats and Thoor Ballylee
Various analogies can be drawn between architecture and literature. Thus,
it is only natural if we assume that the spirit of a given age would be reflected
in the styles of both forms of art. John Ruskin said, ‘All architecture proposes an
effect on the human mind, not merely a service to the human frame’ (The Seven
Lamps of Architecture).
The ruin of representation was mainly discussed in the context of literature
and paintings of the Romantic period. One of the reasons for this association was
William Wordsworth’s famous poem ‘Tintern Abbey’, in which he expressed the
feeling of loss and beauty evoked by ruins. Wordsworth defined poetry as
‘emotion recollected in tranquility’ (Lyrical Ballads). As Ruskin aptly pointed out,
‘We may live without [architecture], and worship without her, but we cannot re-
member without her.’ Architecture is closely related to memory, which is passed
down from generation to generation. In 1917, William Butler Yeats (18651939)
purchased the 16th - century Norman tower Thoor Ballylee, located near Coole
Park. For twelve years he made Thoor Ballylee his summer home: it was ‘so
full of history and romance’ of Gaelic Ireland that it served as an inspiration for
his poems and stories.
This paper seeks to investigate the symbolic significance of the ruined
tower of Thoor Ballylee in his poems. While Yeats’ early work was steeped in
the influence of Pre-Raphaelite’s Brotherhood, Thoor Ballylee, the inspiration
for his later work, was a monument rooted in the Celtic past, Anglo-Irish ascen-
dancy, and Yeats’ sense of identity and belonging. After the 1920s, in particular,
Yeats developed an interest in a abstract cubist sculpture, such as the work of
Brancusi. He was also increasingly attracted to the Vorticist movement under
the influence of Ezra Pound. While Romanticism emphasized sentimentality and




machine-made products. Jacob Epstein’s Rock-Drill is an apposite example.
The point at issue is how Yeats could reconcile the differences between the
image of the ruined tower and the tower of modernism in his mind. The former
is a monument to the Celtic past, while the latter is represented by a winding
stair which suggests the image of a vortex or ‘gyre’.
Few studies have discussed Yeats’ Tower from this point of view. Liam
Mirror’s Thoor Ballylee dealt with the history, background, and restoration proc-
ess of the tower. Anthony Bradley examined Yeats’ later poems in connection
with a modernist group. Besides, Ellen Eve Frank dealt with the relationship be-
tween architecture and literature, and ornament and text in Literary
Architecture.
This paper comprises the following four parts : ’Modernism and Yeats’, ‘The
Metaphor of the Tower’, ‘Recollection and an Identity’, and ‘Tower of
Modernism’. Yeats can be regarded not only as a Romantic poet, but also, to
some extent, as a modernist, like Pound. It could be said that the Irish colonial
experience led him to adopt a different form of Modernism as compared to the
English poets.
